
生成ＡＩ研究校実践事例 
学校名 都立大島海洋国際高等学校（全日制課程） 
学年 第１学年 教科等 理科「生物基礎」 

単元名（全〇時間） 遺伝情報と DNA（全４時間） 

授業の概要 

・DNA の構造を表す模式図から、DNA の構造の特徴や規則性を見いだし
て表現する。 

・DNA の複製のしくみを示す模式図から、DNA が複製され、塩基配列が
同じ DNA が２本作られるしくみを見いだして表現する。 

本時において生成ＡＩ
を活用する良さ 

（※初回授業は不要） 

・生徒が見いだした DNA の複製のしくみを生成 AI が評価することで、生
徒は即時にフィードバックを得ることができ、評価に基づいて自身の記述
を修正し、再度評価を受ける粘り強い取り組みを促すことができる。 

 
本時の目標 
（〇/〇時間） 

DNA の複製のしくみを示す模式図から、DNA が複製されるしくみを見いだして表現す
ることができる（4/4 時間）。 

 ●主な学習活動・生徒の活用 □生成ＡＩの活用 

本
時
の
流
れ 

●細胞周期について復習し、DNA の複製は細胞周期の S 期に
行われること、S 期に複製した DNA を分裂期に２つの細胞
に均等に分配されることを確認する。 

 
 
 
●DNA の複製のしくみを示す模式図や教員が示すアニメーシ

ョンから、DNA が複製されるしくみを見出して、生成 AI
のプロンプトとして入力する。 
→生成 AI から評価を受け、受けた評価を参考に自身の記述
を改善し、再度評価を受ける。 

 
●生成 AI からの評価を基に改善した自身の記述を、他の生徒

と共有し、自身の記述をさらに改善する。 
 
●教科書の記述や教員の説明により、DNA が複製されるしく

みを確認する。 
 

 
 
 
 
 
 
□見出した仕組みを入力し、

生成 AI から評価を受ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（主発問）DNA の複製はどのような仕組みで行われるのだろう？ 



 使用したプロンプト例 出力例 

１ 

私は高校１年生です。DNA の複製のしくみに
ついて、説明してみました。以下のように、
評価と改善が必要な部分の番号とヒントのみ
を教えてください。 
評価： 
改善が必要な部分： 
ヒント： 
 
① DNA が離れる。 
② 新たなヌクレオチドがくっつく。 
③ DNA が２本できる。 

評価：C 
改善が必要な部分：①、②、③ 
ヒント： 
① 図より、何が離れているかを確認しよう。 
② 図より、１本になったヌクレオチド鎖に何
が結合するのか確認しよう。どんなヌクレオチ
ドが結合するのか、塩基の関係に着目して書こ
う。 
③ 複製によって、どんな DNA が何本できるの
か、複製前の DNA と比べて書こう。 

２ 

① DNA の２本のヌクレオチド鎖が離れる。 
② １本鎖になったヌクレオチド鎖に、新た
なヌクレオチドがくっつく。 
③ 元と同じ遺伝情報をもつ DNA が２本で
きる。 

評価：B 
改善が必要な部分：② 
ヒント：図より、１本になったヌクレオチド鎖
に何が結合するのか確認しよう。どんなヌクレ
オチドが結合するのか、塩基の関係に着目して
書こう。「相補的な塩基」という言葉を使うとよ
いです。 

３ 

① DNA の２本のヌクレオチド鎖が離れる。 
② １本鎖になったヌクレオチド鎖に、相補
的な塩基がくっつく。 
③ 元と同じ遺伝情報をもつ DNA が２本で
きる。 

評価：A 
改善が必要な部分：特にありません。 
ヒント：現在の説明は非常に正確です。相補的
な塩基が結合することについても明確に記述さ
れており、元の DNA と同じ遺伝情報をもつ
DNA が２本できることも示されています。 

 

 本時において生成ＡＩを活用する上での配慮事項・ポイント 

１ 

本時では、「AI アシスタント（データ連携）」を使用した。データフォルダには、教科書の本文と
評価基準を示すルーブリックをアップロードした。ルーブリックとともに「ヒントは以下のよう
に与える。」と記した。以上により、教員が授業後に行う評価と整合性をもたせるとともに、ヒ
ントではなく「答え」が生徒に与えられることのないようにした。 

２ 

生徒が、意図する記述内容を生成 AI に伝えられないことがある。例えば、「使用したプロント
例」の３の①で、「DNA の２本のヌクレオチド鎖が分裂する」と書くと評価は「C」になる。（大
学入試の小論文や就職活動の志望理由書を想定して）客観的に誤解されずに伝わる文で書くよう
生徒に伝えると効果的だと感じた。 

 


